
目次

問い合わせ

い
の
場
に
し
、
夕
日
が
き
れ
い
な
映
え
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
の
認
知
度
を
あ
げ
て
い
け
る
よ

う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
⑥
「
す
ば

ん
ち
ゅ
グ
ル
ー
プ
」（
首
里
）
は
、
城
北
小

学
校
区
で
《
沖
縄
そ
ば
作
り
》
を
通
じ
た
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
城
北

小
学
校
で
実
際
に
企
画
を
実
施
し
、
そ
の
時

の
様
子
を
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
動
画
を
使

っ
て
発
表
し
ま
し
た
。
⑦
「
す
い
す
いw

ifi

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
首
里
）
は
、
同
じ
く
城

北
小
学
校
区
で
、
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
を
活
用
し
な

が
ら
リ
ア
ル
な
交
流
や
活
動
の
促
進
と
一
見

対
照
的
な
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
手
法
で
、
多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
の
企

画
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
寸
劇
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、
各
チ
ー
ム
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
、
笑
い
あ
り
、
そ
し
て
、
少
し

の
涙
あ
り…

と
、
と
て
も
興
味
深
く
、
魅
力

的
な
成
果
発
表
会
で
し
た
。

　
受
講
生
の
皆
さ
ん
約
半
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
！

な
は
セ
ン
通
信
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Vol.102
２
０
２
４
年
度
な
は
市
民
協
働
大
学
院
　

１

１
２
３
４

禄
）
は
、
垣
花
小
学
校
区
を
中
心
に
、

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
の
導
入
、
普
及
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
防
災
・
防

犯
情
報
を
共
有
し
、
自
治
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
提
案
し
ま
し
た
。
③
新
都
心
チ
ー
ム

は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
安
謝
小
学
校
区
の

高
齢
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

災
害
時
の
避
難
行
動
に
関
す
る
課
題
解

決
の
企
画
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
④
チ

ー
ム
カ
ラ
ー
ズ
（
中
心
市
街
地
）
は
、

壺
屋
小
学
校
区
の
商
店
街
の
「
魅
力
彩

発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
商
店
街
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
、
魅
力
に
触
れ
、
防
災
に

役
立
つ
「
色
」「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」

「
数
字
」
を
組
み
合
わ
せ
た
ま
ち
ぐ
ゎ

ー
サ
イ
ン
の
確
立
を
目
指
す
と
提
案
を

し
ま
し
た
。
⑤
夕
日
を
見
る
会(

那
覇

西)
は
、
天
妃
小
学
校
区
に
あ
る
三
重
城

海
岸
を
地
域
の
人
た
ち
が
繋
が
れ
る
憩

 

　
１
２
月
７
日
（
土
）
な
は
市
民
協

働
プ
ラ
ザ
に
て
、
２
０
２
４
年
度
な
は

市
民
協
働
大
学
院
最
終
成
果
発
表
会
・

修
了
式
が
実
施
さ
れ
、
２
０
代
前
半
か

ら
８
０
代
ま
で
の
受
講
生
３
０
名
が
修

了
し
ま
し
た
。

　
那
覇
市
内
を
首
里
・
真
和
志
・
新
都

心
・
中
心
市
街
地
・
那
覇
西
・
小
禄
の

６
地
域
に
分
け
、
７
チ
ー
ム
（
首
里
は

２
チ
ー
ム
）
が
、「
じ
っ
く
り
」「
し
っ

か
り
」「
ち
ゃ
っ
か
り
」
地
域
の
課
題

発
見
・
解
決
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
学
ん

で
き
た
こ
と
の
集
大
成
と
し
て
発
表
を

し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
①
古
島
あ
し
び

な
ー
（
真
和
志
）
は
、
松
島
小
学
校
区

に
子
ど
も
た
ち
の
自
由
に
遊
べ
る
場
所

を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
そ
の

周
り
の
大
人
た
ち
も
関
わ
り
合
い
、
希

薄
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
び

活
性
化
さ
れ
る
と
い
う
内
容
の
発
表
を

し
ま
し
た
。
②
ア
ー
バ
ン
小
禄
（
小

なは市民活協働大学院 
イベント・講座
なは市民活動支援事業
なはセンについて

２０２４年度なは市民協働大学院
最終成果発表会＆修了式

修了生による代表挨拶



　
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
が
主
催
の

市
民
と
行
政
が
協
働
の
も
と
『
３
つ
の
Ｄ

（
デ
ー
タ
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
、
デ
ジ
タ

ル
）』
を
活
用
し
た
新
し
い
発
想
で
地
域

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア

イ
デ
ア
コ
ン
ペ
で
す
。COG2024の

ホームページを☑
COG2024の

ホームページを☑

イベント・講座

なは市民活動支援センター
（那覇市市民文化部まちづくり協働推進課）発行　 2025年1月発行
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◇
小
規
模
多
機
能
自
治
の
視
点
か

ら
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
あ
り
方
を
考
え
る

《第1弾》チャレンジ！オープン！ガバナンス！2024へ挑戦！

チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
ー
プ
ン
ガ
バ

ナ
ン
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
と
は
？

　
１
０
月
２
１
日
（
土
）
川
北
秀
人
氏
を
講
師
と
し

て
迎
え
、
自
治
会
関
係
者
を
は
じ
め
、
小
学
校
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
中
間
支
援
団
体
の
皆
様
と
「
小

規
模
多
機
能
自
治
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
冒
頭
は
「
某
料
理
番
組
の
レ
シ
ピ
は
、
何
人
前
で

作
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
問
い
か
ら
、

某
料
理
番
組
の
放
送
が
開
始
さ
れ
た
１
９
５
０
年
後

半
と
現
代
の
家
族
要
員
数
の
変
化
に
触
れ
ま
し
た
。

放
送
開
始
時
に
は
５
～
７
人
前
で
作
ら
れ
て
い
た
レ

シ
ピ
が
、
今
で
は
、
２
～
３
人
前
で
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
家
族
化
が
７
０
年
弱
で
進
行
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
第
３
次
産
業
の

発
展
が
挙
げ
ら
ま
し
た
。
ま
た
、「
共
働
き
」
や

「
働
き
方
改
革
」「
コ
ロ
ナ
禍
」
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
小
家
族
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
あ
り
、
こ
の
小

家
族
化
が
、
家
族
要
員
の
中
に
地
域
事
業
に
参
加
す

る
時
間
を
設
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
を
生
み
出
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
那
覇
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化

が
、
地
域
に
関
わ
る
人
材
不
足
及
び
地
域
課
題
解
決

に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
後
、
日
本
本
土
を
追
う
よ
う
に
１
０
年
遅
れ
で
、

超
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
化

の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
、
イ
ン

フ
ラ
・
ハ
コ
モ
ノ
（
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
な
ど
）

の
更
新
の
時
期
も
同
時
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
自
治
体
の
業
務
は
よ

り
増
加
し
て
い
き
、
さ
ら
に
、
人
口
減
少
に
伴
う
職

員
の
減
少
も
懸
念
視
さ
れ
て
る
こ
と
か
ら
、「
自
治

会
」
な
ど
と
い
っ
た
《
地
域
の
繋
が
り
》
こ
そ
超
高

齢
社
会
に
向
け
た
対
策
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
に
あ
る
多
く
の
自
治
体
が
、
複

雑
に
絡
み
合
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
特
に
「
人

材
育
成
」
と
「
人
材
の
確
保
」
に
大
き
な
課
題
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
構
成
及
び
働
き
方

の
変
化
か
ら
、
家
族
要
員
の
中
で
地
域
事
業
に
関

わ
る
人
手
の
不
在
や
、
今
後
、
定
年
年
齢
も
７
０

歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
層
の
獲
得
も
よ
り
一
層
困
難
を
極
め
て

く
る
と
危
機
感
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
や
県
が
行
っ
て
い
る
調
査
を
も
と
に
し
た
デ

ー
タ
分
析
に
お
け
る
２
０
３
０
年
の
那
覇
市
は
、

市
民
６
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者(

７
５
歳
以
上)

と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
及
び
小

学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
」
の
存

在
と
し
て
機
能
が
求
め
ら
れ
る
と
あ
り
、
そ
の
事

例
と
し
て
、
真
地
団
地
自
治
会
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
自
治
会
の
重
要
性
と
可
能
性
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
来
の
自
治
の
あ
り
方
に
立
ち
返
り

な
が
ら
、
地
域
が
よ
り
主
体
的
に
な
る
こ
と
。
ま

た
自
治
会
が
行
政
の
窓
口
を
一
部
担
う
こ
と
や
、

自
治
会
を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
政
も
一
体
と
な

り
行
う
こ
と
な
ど
、
地
域
事
業
に
関
し
て
も
、
福

祉
と
防
災
を
中
心
に
見
直
し
を
す
る
な
ど
、
今
後

を
見
据
え
た
地
域
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
触
れ

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

那
覇
市
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
ー

プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス…

　
那
覇
市
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
以
下
、

Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

昨
年
度
は
那
覇
市
か
ら
は
過
去
最
多
の
６

団
体
が
応
募
し
、
そ
の
中
の
３
団
体
が
各

種
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
な

は
市
民
協
働
大
学
院
で
学
び
を
深
め
た
各

チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
那
覇
市
か
ら
５
団
体

が
Ｃ
Ｏ
Ｇ
へ
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
記
事
は
、
そ
の
参
加
チ
ー
ム

の
紹
介
と
な
り
ま
す
。

を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

②
ア
ー
バ
ン
お
ろ
く
（
２
０
２
４
年
大
学
院
小
禄

チ
ー
ム
）《
企
画
概
要
》
垣
花
小
学
校
区
で
、
地

域
住
民
が
防
災
・
防
犯
情
報
を
共
有
で
き
る
オ
ー

プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
導
入
・
普
及
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
を
目
指
す
。
③
な

な
ほ
し
て
ん
と
う
む
し
会
（
２
０
２
３
年
度
大
学

院
中
心
市
街
地
チ
ー
ム
）《
企
画
概
要
》
観
光
客

も
地
元
客
も
働
く
人
も
守
り
た
い
！
津
波
警
戒
区

域
の
沖
映
通
り
の
安
全
と
安
心
を
、
楽
し
み
な
が

ら
一
緒
に
考
え
る
。
④
ミ
ネ
コ
ヤ
（
２
０
２
３
年

度
大
学
院
首
里
チ
ー
ム
）《
企
画
概
要
》
石
嶺
小

学
校
区
で
、
地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加

と
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
選
択
肢
を
持
て
る

地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し
て
「
結
Ｈ
Ｕ
Ｂ
サ
イ

ク
ル
」
の
構
築
に
取
り
組
む
。
⑤
す
い
リ
ン
ク

（
２
０
２
４
年
度
大
学
院
首
里
チ
ー
ム
）《
企
画

概
要
》
城
北
小
学
校
区
で
、
子
育
て
世
帯
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
む
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
活

動
の
輪
を
、
多
く
の
世
代
に
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、「
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
顔
が
わ
か

る
」
ミ
ラ
イ
を
目
指
す
。

 

　
な
は
市
民
協
働
大
学
院
修
了
後
、
企
画
の
実
践

等
、
さ
ら
に
企
画
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
企
画

が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
各
チ
ー

ム
の
動
向
を
本
紙
に
て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

団
体
と
企
画
概
要

①
古
島
あ
し
び
な
ー
（
２
０
２
４
年
度
大
学

院
真
和
志
チ
ー
ム
）《
企
画
概
要
》
真
和
志

地
区
の
公
園
に
て
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
多

世
代
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク

市
民
も
変
わ
る
、
行
政
も
変
わ
る
‼

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス

川北氏（中央）とまちづくり協働推進課職員
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去
る
１
２
月
１
５
日(

日)

に
ジ
ュ
ン
ク
堂
に

て
、
沖
映
通
り
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
な
な
ほ
し
て
ん
と
う
む
し
会
」(

昨
年
度
な

は
市
民
協
働
大
学
院
で
結
成
さ
れ
、
今
年
度
な

は
市
民
活
動
支
援
事
業
助
成
金
を
活
用)

の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
那
覇
市
協
働
大
使
で
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
松
田
博
之
氏
に
よ
る
沖
映
通
り
で
の
地

震
、
津
波
対
策
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
沖
映
通
り
の
店
舗
の
皆
様
が
避
難
場
所(

垂
直

避
難)

に
精
通
す
る
こ
と
や
初
動
の
身
を
守
る
具

体
的
な
行
動
に
つ
い
て
、
ま
た
元
々
は
海
だ
っ

た
こ
の
辺
り
の
地
理
的
特
性
に
つ
い
て
な
ど
学

び
ま
し
た
。

　
な
な
ほ
し
て
ん
と
う
む
し
会
の
活
動
の
成
果

で
あ
る
防
災
観
光
マ
ッ
プ
は
、
観
光
客
や
地
元

客
、
労
働
者
、
住
民
に
と
っ
て
も
役
立
つ
マ
ッ

プ
な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
の
こ
と
で
す(

ジ
ュ
ン
ク
堂
で
も
無
料
配
布
し

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
代
表
の
知
念
さ
ん
よ

り
森
本
店
長
に
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
海
抜
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
も
通
り
の
店
舗
に

配
布
す
る
と
の
こ
と
で
す(

沖
映
通
り
の
海
抜
は

２
〜
４
ｍ)

。
関
係
者
み
ん
な
で
通
り
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

【
な
な
ほ
し
て
ん
と
う
む
し
会
の
語
源
】

な
は
市
民
協
働
大
学
院
７
期
生
で
あ
る
こ
と
と

災
害
時
高
い
ビ
ル
に
避
難
す
る
垂
直
避
難
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
㈱
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
は
、
那
覇
市
の
小
中
学
生
に

探
究
型
の
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
自
己
肯
定
感
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
は

じ
め
と
す
る
非
認
知
能
力
を
育
み
、
自
ら
社
会

課
題
の
解
決
策
を
考
え
る
「
な
は
ミ
ラ
イ
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
９
月
～
１
２
月
の
約
４
か
月
実
施

し
ま
し
た
。

　
小
学
４
年
生
～
中
学
１
年
生
の
ア
カ
デ
ミ
ー

生
２
１
名
の
最
終
成
果
発
表
会
が
１
２
月
１
４

日
（
土
）
に
那
覇
市
文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と

で
開
催
さ
れ
たLEAP DAY 2024

に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
忘
れ
物
を
な
く
し
た
い
」
と
い
う
身
近
な

テ
ー
マ
か
ら
「
新
し
い
発
電
方
法
」
と
い
っ
た

幅
広
い
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
設
定
し

た
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
を
１
人

５
分
ず
つ
で
発
表
し
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
生

は
、
始
め
は
緊
張
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
古
謝
玄
太
副
市
長
と
外

間
有
里
議
員
で
、
一
人
一
人
に
丁
寧
に
コ
メ
ン

ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
司
会
進
行
役
で
ア
カ
デ

ミ
ー
の
講
師
を
し
て
い
た
畑
中
さ
ん
よ
り
最
後

に
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の

４
か
月
間
一
生
懸
命
考
え
、
調
べ
、
人
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
成
長
し
た
こ
と
が
伝

わ
り
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
！

今月はココ！！

◇
な
な
ほ
し
て
ん
と
う
む
し
の
会

◇
株
式
会
社
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｓ

　那覇市に住む在留外国人人口の約7200人の
うち約2800人（2024年6月時点、「在留外国
人統計」より）がネパール人であり、在沖ネ
パール人コミュニティは、市内で最も大きな
外国人コミュニティとなっています。特に
teamAMMAの活動地域である那覇西湾岸地域
は、日本語学校が集中しており、ネパール人
をはじめとした多くの在留外国人がこの地域
に集中しています。また、この地域は津波浸

水区域にも指定されていることから災害時の外国人対応に課題を抱えています。ネ
パールは内陸国であるため沖縄で起こり得る災害（津波、台風など）に馴染みがな
く、また、防災意識の違いもあるという背景から、teamAMMAは毎月第４日曜に若
狭児童館にて“朝食を食べながら防災を学ぶ”AMMAモーニングを開催しています。
有事の際には共に避難や避難所生活をする地域の方と交流し、互いの理解を深める
ことも活動の一環として重きを置いています。今回は、年内最後のAMMAモーニン
グということで、ネパール人学生を中心に地域住民やボランティアが一緒にネパー
ル料理を作り、楽しい雰囲気の中、片付けまでを行いました。ぜひ、teamAMMAの
活動をチェックし参加してみてください！

「ボランティアをしたい個人・団体」と「ボラン
ティアを求める団体」とのマッチングを行い地域
社会の課題解決につなげます！

那覇市人材データバンクとは？
～那覇市のボランティアマッチング～

活動団体を
調べる！

ボランティア
登録をする！

自分の興味関心をもと
にどんな活動があるか
調べてみよう。

ボランティアを“した
い”個人・団体も、“求め
る”団体も…
まずは、登録から…！

訪問先



なは市民活動支援センターについて

定員 面積 料金 冷房

会議室① ８４人 約200㎡ 1,300円 400円

会議室②③ ８０人 約200㎡ 1300円 400円

会議室③ ３０人 約100㎡ 650円 200円

会議室④ ８人 約40㎡ 200円 100円

会議室⑤ １２人 約30㎡ 200円 100円

会議室⑥ １２人 約30㎡ 200円 100円

会議室⑦ ５人 約30㎡ 200円 100円

会議室⑧ ２０人 約45㎡ 250円 100円

研修室① １６人 約30㎡ 200円 100円

研修室② １６人 約30㎡ 200円 100円

月・火・木・金 9：00-21：00

水・土・日 9：00-17：00

休館日 年末年始・慰霊の日など

イベント情報

よろず相談

　　　　　　　　について・・・

なは市民協働プラザ地下駐車場（駐車台数：３９台）

メカルパーキング（駐車台数：７０台）

※なは市民活動支援センターをご利用の場合、駐車料金は減

免の対象となります（例：2時間100円、３時間200円）

◆施設利用料金

◆開館時間、休館日

◆駐車場

◆めかる学習ステーション
開館時間中、なは市民活動支援センター　　階を学生・社会人向けの

自習スペースとして開放しています！

それぞれの学習ペースに合わせてご活用ください。

2

※1時間当たりの料金
※オンライン機材貸出可

４
なは市民活動支援センター

（那覇市市民文化部まちづくり協働推進課）発行　 2025年1月発行

なはセンお薦め図書

那覇市における市民活動に関する相談サービスです。
なお、相談希望の場合は原則予約制となっておりま
す。ご予約は、QＲコードよりお願いいたします。

～相談日時～
月・水・土　

10：00～17：00
    　金　　　

14：00～20：00

貸し出し中！

　（著）荒　昌史

ネイバーフッドデザイン

（編）HITOTOWA  INC.自
分
の
住
む
ま
ち
を
良
く
し
た
い
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
一
冊

　
み
な
さ
ん
が
描
く
「
ま
ち
の
未
来
像
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？
「
そ
の
ま
ち
に
住
む
人
々
の
も
っ
と
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
あ
を
組
み
上
げ
て
い
っ
た
先
に
自
然
と
見
え
て
く
る
も

の
」。
こ
の
本
の
中
で
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

まちを楽しみ、助け合う「暮らしコミュニティ」のつくりかた
社会を変える

お金の使い方を考える
地域円卓会議

社会を変える
お金の使い方を考える

地域円卓会議
那覇市で始まった「那覇市版SIB」（成果連動型助成）の
中間報告を通してお金の出し方・使い方をみんなで考える

令和6年度なはSDGs推進事業～多様なつながり地域づくり～

２/8 (土)
沖縄国際大学　厚生会館4階ホール

(宜野湾市宜野湾2丁目6-1) 

申し込みはココから申し込みはココから

10:00～13:00

私が紹介します！
私が紹介します！

　「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」
が
ま

ち
の
未
来
を
変
え
て
い
く
。

そ
ん
な
「
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
」
っ
て
な
に
⁉

ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
が
人
々

に
も
た
ら
す
価
値
と
は
！

ま
ち
の
課
題
を
解
決
し
た
実
践
例
も

交
え
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。


